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2.7b

tn · s(f)について先ず考える。

s0(f)を s(f;±)の ±が n 等分分割のときと仮定する。

すると、s(f) = supfs(f;±)j±は [0; 1]の分割 g であるから、

s0(f) · s(f)

となる。またこのとき、s0(f) = tn でもあるから

tn = s0(f) · s(f)

Ú tn · s(f)

S(f) · Tn のときを考える。

S0(f)を S(f;±)の ±が n 等分分割のときと仮定する。

すると、S(f) = inffS(f;±)j±は [0; 1]の分割 g であるから、

S0(f) ¸ S(f)

となる。またこのとき、S0(f) = Tn であるから、

Tn = S0(f) ¸ S(f)

Ú Tn ¸ S(f)
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2.7d

bより、tn · s(f) · S(f) · Tn であり、さらに cより
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であるからハサミウチの原理により

n !1のとき s(f) = S(f)

ゆえに fは [0; 1]で積分可能であり
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